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1983年 群 馬 県 に お ける セ ジ ロ ウン カ の発 生 に つ い て

高山隆夫 ・岩田直記 ・田村利行

(群馬県農業総合試験場)

1983年 の夏 か ら秋 にか けて,群 馬県 の平坦 部 ではセ

ジロ ウ ンカが イネで増殖 し,一 部 の品種 で は吸汁害 に

よる穂 の褐変,不 稔,枯 死 の症 状 が現 われ た。本県 で

はセ ジロ ウ ン カに よる実 害 は初 め ての 経 験 で あ るた

め,発 生 経過 と原 因 を検 討 し,そ の概要 を報 告す る。

なお,伊 勢崎農 業改 良普 及所 の川 島保二 技師 に は同管

内 のセ ジロ ウ ンカのす くい取 りをお願 い した。 ここに

記 して謝 意 を表 す る｡

試 験 方 法

圃場 の発生調 査:方 法 捕虫 網 に よる20回 振 りす く

い取 り調 査又 は同換 算,場 所 発生推 移 並 びに防除試

験 前橋市 東大 室町,品 種 間差 前橋 市亀 里 町 伊勢

崎市 中町 佐波郡 玉村 町上 之手,耕 種 概要 麦 跡 の普

通栽培(6月 下 旬植),品 種 第3表 の とお り。

予 察灯調 査:前 橋市 江木 町 農総試 場 内 白色電球

60W。 平年 は1967年 か ら16年 間 の平均 。

防 除試験1品 種 ニホ ンマサ リ,6月27日 植付 中

苗機 械 植,1区2a2連 制,薬 剤 処 理 植付 直前 エ

チ ル チオ メ トン粒 剤 苗箱 当 た り100g全 区 に施 用,

植 付 後 は7月29日 と8月8日 に ス ミバ ッサ 粉 剤DL

(MEP2.0%BPMC2.0%)を 防 除 区 に10a当 た り

4kg散 布 した。調 査月 日は第2表 の とお り｡

結果 及 び考 察

県 内 にお ける初 発生 は吾妻 郡 中之條 町町 五反 田の予

察灯 で7月2日 に確認 され,圃 場 にお けるす くい取 り

調査 で は吾 妻郡吾 妻町 の試験 圃場 で7月9日 に初 め て

認 め られ,い ず れ も平年 よ り早 い発生 で あ った 。その

後,7月 末 までの発 生 は成 虫の長 距 離 移 動 に よるも

の と考 え られ,圃 場 にお ける密度 は低 か った。しか し,

予 察灯 の誘殺 数 は平年 よ り多 く,7月 中 に は上旬,中

旬,5半 旬,6半 旬 と4回 の飛来 が あ り,そ の中で は

7月21日 か ら23日 と同26日 か ら月末 ま での 飛 来 が多

か った。 この頃 にな る と地 区予察 圃 の予 察灯 やす くい

取 り定 点 で も,次 々 に成 虫 が確認 され,本 年の発 生量

は多 くな る ことが予想 され た。8月13日 の予報第5号

で は本 虫 の多発 生 を予報 したが,こ の時点 で は,新 し

く導 入 され た特 定 の品 種 に関 す る情 報 や経 験 が 乏 し

く,残 念 なが ら被害 を予 測 す るこ とは困難 で あっ た。

7月 に飛 来 した成 虫 は1頂次 産卵 を始 め,前 橋市 で幼

虫 を認 め たの は8月 初 めで あ った。侵 入後 の1世 代幼

虫 は8月8日 か ら同11日 頃最 盛期 に達 したが,そ の後

減 少 し8月18日 か ら同23日 頃 最低 とな った。 この頃 に

な ると イネで1世 代 を経 過 した2回 目の成 虫が増 加 を

始 め,そ の ピー クは8月 末 か ら9月 初 め に現 れ た。 こ

の傾 向 は予 察灯 で も同様 で,成 虫 の誘殺 数 は8月 第3

半 旬 の飛来 を谷 間 と した後,増 加 に転 じ,8月 第6半

旬 に は最盛 期 に達 した。 本虫 を25℃ で飼 育 す ると卵期

第1表　 予察灯への飛来状況 と気温(前 橋市)

Takao TAKAYAMA, Naoki IwATA and Toshiyuki TAMURA : Occurrence of the white-backed rice planthop-

per (Sogatella furcifera HORVATH) in Gunma Prefecture in 1983.
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第2表　 セ ジロウ ンカの発生推移 と防除効果(前 橋市東大室町)

第3表　 セ ジロウンカす くい取 り調査

間 は7日から8日,幼 虫期 間 は14日 か ら15日 とされ でいる

が,つ ゆ明 け後 の7月 第6半 旬 か ら8月 第4半 旬 ま で,

平 均気 温 は25℃ を越 えて い るので,こ の 間,卵,幼 虫

期 を経過 した ことが適 合 し,成 虫の異 常飛 来 が あ った

ほぼ1カ 月後 に次の成 虫 の ピー クを迎 えた とい える｡

更 に次世 代幼 虫 は8月 第6半 旬 よ り増 加 を始 め,9月

に入 って急激 に増 殖 した。

9月10日 頃 にな ると,飼 料 稲 や縞葉 枯病 抵抗 性 品種

の む さ しこがね,も ちで はマ ンゲ ツモチ な どで幼 虫密

度 が高 くな り,特 に外 国稲 の飼料 稲 で は田 面 が黄変 し,

出穂 不能 になる もの も現 れ た。飼 料稲 で も 日本稲 の瑞

豊 で は被 害 が少 な く,縞 葉枯病 抵 抗性 品種 で は愛知37

号C(青 い空)の 被 害 は少 なか った。

2世 代 幼 虫 の 幼 虫比 率 は9月 前 半 ま で は 多 か った

が,後 半 に なる と逆 転 し,成 虫 の方 が多 くな り,そ の

後 は秋冷 とと もに減 少 して い った。予 察灯 で は10月 第

1半 旬 が3回 成 虫誘 殺 の ピー クにな って いるが,9月

第3半 旬 に一 山 ある ことや,9月 後 半 の不順 天候 の影

響 を考 える と,最 盛 期 は これ よ り幾 分早 い9月 下 旬 と

考 えて よ さそ うで ある。 本県 に多 い麦跡 の普 通栽 培 で

は出穂 期 が9月 上旬 に なる場合 が 多 く,7月 下旬 の飛

来か らスター トす る2世 代 幼 虫の発 生最 盛期 と一 致 す

る。 中部,西 部 の平坦 部 で は この作 型 が多 く防除 回数

も少 ない ので,飼 料稲 や む さ しこがね を栽培 す る と恰

好 の増殖 場所 とな り,被 害 が発 生 した とい え る。

次 に防除 との 関連 であ るが,供 試 品種 が ニホ ンマサ

リで あ るため,セ ジロ ウ ンカの 密度 は それ ほど高 くは

なか った。7月29日 と8月8日 の2回 防 除区 は薬剤 散

布1カ 月 後 の9月10日 に無 防除 区100に 対 し,46と 半

数 以下 に抑 え られて いた。 しか し本 虫が好 ん で増殖 す

る品種 の場合 は密 度 が急激 に高 くな る ことが考 え られ

るの で,2回 成虫 の発生 盛期 に当た る8月 下 旬の 防除

は重要 とな ろ う。 勿論,そ の年 の発 生量 の 多少が 防除

要 否 を決 め るわ けで あるが,1世 代 幼 虫密度 に比 べ,

2回 成虫 密度 は高 いの で,早 期 ・早 植栽 培圃場 等 で増

殖 した成 虫の飛 来 も考 え られ,ま た,本 虫 は1カ 所 に

定着 して世 代 を繰 り返 す ことは少 ない と も言 われ てい

るので,こ の 時期 の密度 調査 は今後 重要 な課題 となろ

う｡

以上 の結 果 か ら,本 虫 の多発 原因 は7月 下旬 の異常

飛来 と遅 い作型,つ ゆ明 け後か ら9月 上旬 ま での高温,

本虫 が好 む品種 の導入 が あ げ られ る。今後,品 種 面 で

は外 国稲 の飼料稲 は減 少 したと して も,む さ しこが ね

は増加 す るの で,本 虫の発 生 を助 長 させ る要 因 が加 わ

るわけで あるか ら,的 確 な発生情 報 や適切 な防 除対策

が要望 され,発 生 予察 組織 の地道 な防 除活動 が益 々重

要 になって くると考 える。


